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会議は進化しています。
貴社の高価値スペースは時代の
変化に追いついていますか？

役員会議室でビデオ障害が起きる
と、IT チームが呼ばれます。全社
集会でカメラがプレゼンターの動
きについていけないと、施設管理
チームは苦情に追われます。リモ
ート参加者が発話者を特定できな
い場合、すべてのデバイスが設計
どおりに動作していても、その会
議室には「機能不全」というレッ
テルを貼られます。

Microsoft の Work Trend Index によると、パンデミック以
降、週あたりの会議は153% 増加しており、減少の兆しは見えま
せん。1 IT チームや施設管理チームにとって、この急増は、使用中
の会議室が増え、負担のかかるテクノロジーが増え、問題が発生
する機会が増えることを意味します。

標準的な会議室での問題は、ほぼ解決されています。インテリジ
ェントフレーミングを搭載した一体型ビデオバーは、日常的なコ
ラボレーションを支える信頼性の高い基盤を IT チームにもたらし
ました。

しかし、役員会議室、トレーニングセンター、全社会議室といっ
た高価値のスペースは、根強い問題を抱えています。こうした部
屋はより規模が大きく、カメラと音響装置が分かれたモジュール
式の AV システムに依存しており、ミスが許されない環境です。

IT チームや施設管理チームにとって、このような会議室は未だに
苦情や土壇場でのエスカレーションを生み出し、テクノロジーが
会議に追いついていないという漠然とした懸念をひき起こす厄介
な環境です。



この eBook では、AI 対応カメラが現代の会議室において欠かせない存在となっている理由を、アナリスト主
導の視点で考察します。さまざまな会議室ポートフォリオを管理する IT チームにとって、カメラレイヤーに組
み込まれたインテリジェンスが、体験の一貫性、運用効率、そしてスペース活用のインサイトにどのような変
革をもたらしているのかを詳しく解説します。
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兆候のチェックリスト：以下のような経験はありませんか？
	� 	� プレゼンターは動いた途端「消えて」しまう。

	� ユーザーが特定の会議室を避ける

	� 広い会議室で映る顔が小さくなり過ぎる（「ボウリングレーン（縦長会議室で奥が見えな
い）」問題）

	� リモコンを探している間に会議開始が遅れる

	� IT チームが問題を認識するのは苦情があった場合のみである

3つ以上チェックがある場合、会議室の進化にカメラが追いついていない可能性があります。

現在の会議は、数年前と比べても動的で分散型になり、視覚的にも高度な要件が求められるようにな
りました。McKinsey によると、現在90% の組織がハイブリッドワークを導入しており、コラボレー
ションが行われる方法と場所は根本的に変化しています2。会議スペースへの影響は以下のように極め
て大きなものです。

参加者は会議中にずっと同じ立場に留まるわ 
けではなく、同一セッション内でプレゼンテ 
ーションを行い、コラボレーションし、質問
し、という風に役割を切り替えていきます。

リモート参加者は、全員が自宅からオンラ
イン参加しているときのように、会議室内
の参加者をはっきりと見ながらやり取りで
きることを望んでいます。

会議スタイルとしては、ディスカッションと
プレゼンテーションが融合するスタイルが増
えています。そのため、多くの場合、複数の
やり取りパターンにリアルタイムで応じられ
るスペースが必要となります。

全社会議室、役員会議室、トレーニングセ
ンター、多目的室といった高価値スペース
は、影響度が極めて高く、ミスの許容度が
極めて低い環境です。

しかし、こういった会議スペースの多くは、未だに時
代遅れの前提に基づいて設計されています。
||	 誰かが立ったり動いたりした瞬間

に参加者を見失うカメラ
||	 「会議室の専門家」がいないと操作できない、

あるいはリモコンを探し回るせいで会議の開
始が遅れてしまうようなコントロール機器

||	 ブレインストーミングを役員プレゼン
テーションと同じように扱う手法

結果は予想できます。ユーザーは、テクノロジーに支
えられるのではなく、テクノロジーをかわしながら対
応しているのが実情です。彼らは期待値を下げ、特定

の会議室を避けるか、単に「ビデオはそこではうまく
機能しない」と諦めます。

IT チームや施設管理チームにとって、このギャップ
は、苦情チケットの増加、コントロール機器やテクノ
ロジー準備を万全にするための過度に手厚い人的サポ
ート、重要な会議前の土壇場でのエスカレーション、
機器が設定どおりに機能していても会議室が十分に機
能していないという慢性的な懸念として現れます。

会議室の環境がニーズに追いついていないとき、ユー
ザーはテクノロジーのせいにします。そのしわ寄せが
くるのは IT チームと施設管理チームです。



受動的なカメラ使用からインテリ
ジェントな会議室認識への転換

先に挙げた課題は、解決できないものではありません。
これらは特定世代のカメラテクノロジーを反映してお
り、予測可能な環境を前提に構築されたものです。会議
のあり方が進化するにつれて、それを支えるテクノロジ
ーも進化しています。

インテリジェントフレーミングは新しいものではありません。グルー
プフレーミングやアクティブスピーカー検出のような機能は、 
標準的な会議室で長年にわたり成果を上げてきました。こういった 
機能は、参加者が着席し、見通しが良く、会議形式が一貫している 
ときにはうまく機能します。多くの会議室にとって、これらの機 
能は引き続き最適な解決策です。

ロジクールの Rally Bar ファミリーと Sight（テーブル中央の AI  
駆動カメラ）は、標準的な縦長会議室や従来の長方形の会議室 
でこの種のインテリジェンスをすでに提供しています。レイアウト 
が予測可能でテーブルを中心にやり取りされる大規模な会議室の 
多くでは、Rally Bar と Sight を組み合わせることで、手動操 
作を必要としないインテリジェントで直感的なマルチカメラ対 
応が可能になります。

しかし、高価値スペースではそれ以上のものが求められます。ト
レーニングルーム、全社集会、エグゼクティブブリーフィングセ
ンター、多目的スペースには、第一世代のインテリジェントカメ
ラでは想定されていなかった変動要素が存在します。例えば、動
き回るプレゼンター、カメラから遠い位置にいる参加者、一つの
セッション内で対話型のディスカッションからフォーマルなプ
レゼンテーションへと移行する会議形式などが挙げられます。

こういったスペースが必要とするのは、単に光学性能を高め
たり、処理速度を向上させたりすることではありません。コ
ンテクスチュアル・ルーム・インテリジェンス（スペースが
どのように使用されているかを認識し、それに合わせてフレ
ーミングの動作を適応させる能力）が必要になるのです。
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コンテクスチュアル・ルーム・インテリジェンス
「次世代の会議室カメラは、解像度やズーム範囲だけで決まるものではありません。そ
れを決定づけるのは認識力です。つまり、スペースの使われ方を把握し、適切なフレー
ミング動作で応答する能力です。私はこれを『コンテクスチュアル・ルーム・インテリ
ジェンス』と呼んでいます。これは IT チームや施設管理チームが高価値のコラボレーシ

ョンスペースに取り組み方における、意義ある転換を意味します。

— Craig Durr（チーフアナリスト、The Collab Collective）



JLL の2024年 Global Occupancy Planning 
Benchmarking Report（グローバル使用率計画ベンチマ
ークレポート）によると、87%の組織が従業員に対して、
少なくとも週のうち何回かは出勤するよう要請しているもの
の、各従業員が出社すべき曜日を明確に定めているのはわず
か15%に過ぎません。3 その結果、運用の予測不可能性が生
じています。月曜日に6人でブレインストーミングを行う部
屋で、水曜日に20人でプレゼンテーションを行うこともあ
ります。いつも変わらない、予測可能な使用を前提とするテ
クノロジーは、この変化のスピードについていけません。

この転換は手動から自動の移行ではありません。反応的なも
のから意図的なものへの変化です。調整されるのを待つカメ
ラから、会議の状況に応じて予測可能な動作をするカメラへ
と移行しつつあるのです。カメラはもはや単なる撮影デバイ
スではなく、より広範なスペース戦略を支えるインテリジェ
ントな構成要素となっています。スペースとユースケースに
合わせて構成されたインテリジェントカメラは、操作の煩雑
さを減らし、人的介入を最小限に抑え、セッション全体で一
貫した結果をもたらします。

IT チームや施設管理チームにとって、この転換は業務運営
の構図を大きく変えるものです。
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Rally AI Camera Pro Rally AI Camera

ロジクールが現在の会議スペースに合わせてインテリジ
ェントカメラを進化
会議スペースが進化する中、カメラの革新は解像度、ズーム、画角の段階的な性能向上だけ
で終わらせてはなりません。光学性能は引き続き重要ですが、それだけでは現在の会議室の
会議室の利用実態に十分対応できません。

ロジクールの最新カメラはこの転換を反映したも
のです。従来の仕様を超えて、インテリジェン
ス、管理性、ポートフォリオ設計が全社規模でど
のように連携するかに重点を置いています。ロ
ジクールはこの方向性で長年取り組んできまし
た。Rally Bar と Sight の組み合わせは、インテ
リジェントな「インサイドアウト」の視点を提供
します。これは、標準的な会議室や従来型の大規
模会議室向けに、テーブル中央のカメラとインテ
リジェントな切り替え機能を活用したものです。

ロジクールは Rally AI Camera と Rally AI Camera 
Pro を追加して「アウトサイドイン」のマルチカ
メラアプローチを提供するようになりました。これ
はモジュール式のプロオーディオ、柔軟なレイアウ
ト、プレゼンターの追尾が不可欠な高価値のスペ
ース用です。このポートフォリオは、統一された
管理とインテリジェンスのフレームワークの下で
どちらの構成にも対応できるようになりました。

||	 ロジクールの Rally AI Camera と Rally AI 
Camera Pro は、モジュール式会議室システム
のプロフェッショナル会議用カメラを基盤とし、
内蔵のインテリジェントフレーミング、高度な映
像処理、さまざまな会議室レイアウトに対応する
柔軟なマウントオプションを搭載しています。

||	 これらの機能は引き続き重要です。特に、視
線、距離、およびプレゼンテーションの動きが
複雑な大規模スペースや複雑なスペースでは、
ソフトウェア主導のみのフレーミングではな
く、光学的な制御が求められるからです。

||	 しかし、こういったカメラの主な進歩は光学性
能だけではありません。インテリジェンスが組
み込まれる仕組みこそが、進化するスペースの
稼働状況と運用上のニーズを支える進歩です。
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アナリストの観点から、ロジクールのアプローチはカメラのイノ
ベーションを3つの独自の価値領域に集約させています。

カメラの AI が会議体験で果たす役割。

ロジクールの AI 対応カメラは、会議の形式に合わせてユーザーが
目的別に選択できる複数のフレーミングモードを備えており、多
様な会議スタイルに柔軟に対応します。モードを選択すれば、カ
メラは一貫した予測通りの動作をするため、ディスカッション、
スピーカー主導の対話、プレゼンター主導の進行など、さまざま
な会議スタイルを手動操作なしで効果的に支援します。

IT チームや施設管理チームに対して AI 対応カメラ 
が提供するもの。 

これらのカメラは、集中管理ツールを使用して表示、監視、管理
できるように設計されており、増え続ける会議室ポートフォリオ
全体で一貫性、可視性、ライフサイクル管理をサポートします。
また、重要な IT 課題に対応する状況に応じた会議室インテリジェ
ンス情報も収集します。具体的には、設備に対するエンドユーザ
ーの不満を最小限に抑え、使用状況検知や、予約時間中に未使用
の場合の部屋の自動解放といった自動ワークフローを通じて利用
率を向上させます。

ポートフォリオアプローチが1つの組織内の多様な会議
室タイプをサポートする方法。

ロジクールは、すべての会議室に同じカメラや同レベルのインテ
リジェンスを導入すべきだとは考えていません。ポートフォリオ
により、組織は一貫した体験と運用モデルを維持しながら、カメ
ラの機能を部屋のサイズ、レイアウト、使用状況に合わせて調整
できます。

ロジクールは、インテリジェンスを独立した機能ではなく、体
験、運用、スケーラビリティを結びつける設計原則と位置付けて
います。

価値領域 
体験

フォーカス 
テクノロジーが機能した

ときの部屋での状況

価値領域 
運用

フォーカス 
導入機器全体の日々の運用実態

価値領域 
スケーラビリティ

フォーカス 
ポートフォリオレベルで 

の戦略的変化



以下のセクションでは、各価値領域を掘り下げ、インテリジェントカメラが会議の成果を向
上させ、管理を簡素化し、組織がさまざまな会議スペースを自信を持ってサポートできるよ
うにする方法を具体的に説明します。
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グリッドビュー（RightSight 2）
は、会議室内の各参加者を同 
サイズのタイルに配置し、リモ 
ート参加者向けに、スペース内 
の全員をバランスよくクリアに 
映し出します。

体験   
カメラの AI が実際に提供するもの

AI 対応カメラは、多くの場合、抽象的な言葉で説明さ
れます。実際には、カメラレイヤーのインテリジェン
スにより、具体的で再現性のある結果が得られます。
会議室内での会議の方法が改善され、その成果を複
数スペースで一貫して実現できるようになります。

ロジクールは、インテリジェントなフレーミングと 
トラッキング機能である RightSight 2 によって会 
議体験の価値を高めます。

適応型フレーミングは、会議の意図に沿った映像体験
を実現します。会議の形式によって、カメラに対する
要求は異なります。ロジクールの AI 対応フレーミン
グモードは、会議の目的（ディスカッション、プレゼ
ンテーション、またはコラボレーション）に視覚体験
を合わせます。これらの動作は、RightSight 2によ
って実現され、インタラクションのスタイルに最適化
された複数のフレーミング方式に対応しています。

||	 スピーカービューは、スピーカー主導のセッショ
ンで発言しているスピーカーを目立たせ、リモー
ト参加者が会話をより自然に追えるようにしま
す。

||	 グリッドビューは、複数の参加者がやり取りする
場面でも全員を公平に可視化します。

||	 グループビューは、コラボレーション中のディス
カッションですべての参加者を可視化した状態に
保ちます。

||	 *新機能*のプレゼンタービュー（Rally AI 
Camera Pro 対応）は、プレゼンターがスペー
ス内を移動しても追尾できる機能です。ゾーンを
事前に定義しておかなくても、よりダイナミック
なプレゼンター主導のインタラクションを可能に
します。



会議で手動でのカメラコントロールが少なくて済むと、ユ
ーザーの作業負担と認知負荷が軽減されます。RightSight 
2は、ユーザーが会議スタイルに最適なフレーミング動作を
選択できるので、セッション中のリモコン、プリセット、
定期的なカメラ調整への依存が減ります。IT チームにとっ
てのメリットは、モードベースのフレーミングがもたらす
動作の予測可能性です。デフォルト設定またはモードを選
択されると、カメラは常に安定した動作を維持します。ユ
ーザーは動作を予測できるようになり、サポートへの問い
合わせが減少します。

光学的到達距離と簡素化されたコントロールが体験価値を
高めます。広いスペースでは、Rally AI Camera Pro が15
倍のハイブリッドズームを実現し、遠くからでも顔を鮮明
で識別可能な状態に保ちます。プレゼンターやその他の被
写体を映す場合、プレゼンタービューを使用して最大4人の

プレゼンターを直感的に追尾できます。またカメラを Rally 
プリセットボタンとペアリングすることで、事前定義され
たビューの間をワンタッチで切り替えられるため、リモコ
ンでの探索やメニューナビゲーションが不要になります。
これは、ホワイトボードや共有デモエリアのような、フォ
ーカス対象が予測可能な場面で効果的に機能します。施設
管理チームにとってのメリットは、高価値の会議室が特別
な回避策がなくても機能することです。IT チームにとって
は、会議前の遅延が減り、オンボーディングの負担が軽減
されることがメリットになります。

ユーザーが違いを実感するのが、体験レイヤーです。一方
で、IT と施設管理のチームにとって、会議室内の改善はす
べて、会議室の外部での運用負荷の改善につながります。

機能 ユーザー体験 IT / 施設管理チームの成果

RightSight 2 
フレーミングモード

手動調整を必要としない会
議に適したフレーミング

予測可能な動作、サポート問い合 
わせの減少

15倍のハイブリッド
ズーム（Pro）

広い部屋で距離があっても確
保できる鮮明なビジュアル 高価値のスペースが回避策なしで機能

プレゼンタービ
ュー（Pro） 移動するプレゼンターを自動追尾 手動 PTZ 操作に関する苦情を削減

プリセットボタン あらかじめ設定されたエリアへの
ワンタッチでのビュー切り替え

オンボーディングの負担軽減と会 
議前の遅延の減少
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より効率的なスペース計画を促進する利用状況につい
てのインテリジェンス。これらのカメラはリアルタイ
ムの利用状況データを収集し、そのデータを直接 
Sync に送信します。スペースの使用状況に関するイ
ンサイトを得ることで、特に大規模で価値の高いスペ
ースにおいて、不動産に関してより適切な意思決定が
可能になります。これにより、予約したスペースが空
いたときに自動的に部屋を解放し、空き状況を妨げる
ゴースト会議を減らし、人的介入なしにスペース全体
の利用率を向上させます。

ハイブリッドワークを推進する組織にとって、会議室
は、静的な資産から実際の状況に基づいて自己修正す
る応答性の高いシステムに変わります。

簡素化された導入とライフサイクル管理。柔軟な接続
オプションにより、部屋のインフラに合わせて導入を
調整することができます。ファームウェアの更新は 
Sync を通じて一括で配信されるため、導入台数が増
えても一貫した環境を手間なく維持できます。

IT 部門にとって、これはカメラがスムーズに設置で
き、常に最新の状態を保ち、継続的な介入が最小限で
済むことを意味します。

スケーリングが管理可能になるのが運用レイヤーで
す。カメラのインテリジェンスは、IT と施設管理の
チームが手間なく導入、モニター、維持できてこそ意
味があるのです。

オペレーション 
IT チームや施設管理チームが重視するレイヤー

IT チームや施設管理チームにとって、会議室のテクノ
ロジーは1部屋ずつ評価されるものではありません。
数十または数百のスペース全体で評価されるもので、
それぞれに導入、監視、保守、サポートが求められま
す。運用の価値は、可視性、一貫性、負担の軽減で測
定されます。

ロジクール Sync を通じた集中管理の可視性。Rally 
AI Camera や Rally AI Camera Pro はロジクール 
Sync と統合され、ポートフォリオ全体のデバイスの
健全性、ファームウェアの状態、会議室のアクティビ
ティを一元的に表示します。カメラは USB-C または 

Cat ケーブル（オプションの拡張キットを使用）を
介してコンピュータに接続されますが、WiFi 経由の
ネットワーク接続により、追加のコンピュータを接続
することなく Sync を経由して集中管理、洞察、管理
が可能になります。

分散環境を管理する IT チームにとって、これにより
後手に回るサポート対応を生む見落としをなくしま
す。問題が表面化するのは苦情チケットではなく、ダ
ッシュボードになるからです。
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スケーラビリティ 
ひとつの組織。さまざまな会議室タイプ。

同じ会議室タイプは2つとありません。ハドルスペー
ス、役員会議室、トレーニングセンター、そして多目
的の全社会議室のカメラテクノロジーの要件は、それ
ぞれ異なります。組織全体でビデオコラボレーション
を拡大するには、1つのソリューションをあらゆるシ
ナリオに当てはめるのではなく、ポートフォリオアプ
ローチが必要となります。

Rally AI Camera と Rally AI Camera Pro は、広
いスペースにおけるインテリジェントなマルチカメラ
体験を実現する新しいアプローチを提供します。従来
の大会議室用の Sight が含まれている、ロジクール
の Rally Bar ファミリーは、すでに標準会議室用の 
AI 対応フレーミングを提供しています。こういった
ソリューションは、多くの環境にとっては引き続き適
切な選択肢です。現在、Rally AI Camera と Rally 
AI Camera Pro は、この基盤を高価値で独自の構成
を持つ複雑なスペースにまで拡張しています。経営幹
部がテーブルに物を置きたくない役員会議室、不規則
なレイアウトの多目的室、プレゼンター重視の環境と
いった、会議室のダイナミクス、プレゼンターの動
き、光学的な到達距離が専用設計の機能を必要とする
スペースです。

高価値の会議室が求める柔軟性。Rally AI Camera 
は、可動部品のない高解像度の EPTZ フレーミングを

実現し、主カメラ、補助カメラ、さらには第三カメラ
としても、目立たずに設置できます。オプションの埋
め込みウォールマウントにより、部屋の美観を損なう
ことなくインテリジェントなビデオ体験を実現しま
す。Rally AI Camera Pro は、プレゼンターの移
動、長い距離、そして高い重要性が求められるスペー
スのために、メカニカル PTZ、15倍ハイブリッドズ
ーム、プレゼンタービューを追加しました。既存のプ
ロフェッショナルオーディオインフラを備えた会議室
では、両カメラとも Shure、Biamp、Q-SYS、 
Nureva のサードパーティ製システム、既存の Rally 
スピーカー、マイクポッドと連携するため、置き換え
るのではなく統合できます。

本質的な部分での一貫性：管理と体験。どのカメラが
導入されても、すべてのデバイスはロジクール Sync 
経由で認識されます。IT チームは、複数のエコシステ
ムではなく、機器一式を管理します。ユーザーは、中
規模会議室であろうと、エグゼクティブ・ブリーフィ
ング・センターであろうと、一貫性のある予測可能な
フレーミング動作を体験できます。

スケーラビリティとは、どこにでも同一の機器を導入
することではありません。ポートフォリオ全体で運用
の一貫性を維持しつつ、各会議室のニーズに適した機
能を組み合わせていくことです。
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会議室タイプ 主なソリューション 主な機能

ハドル / フォーカスルーム Rally Bar Mini 一体型のシンプルな設計

中規模から大規模の会議
Rally Bar +Sight  
または 
Rally AI Camera

部屋の中央に設置する「インサイドアウ
ト」方式、または目立たないモジュラー式
システムによる「アウトサイドイン」視点
に対応したインテリジェントフレーミング

大役員会議室
Rally Bar +Sight  
または 
Rally AI Camera Pro

「インサイドアウト」ビューで到達範囲
を拡張するか、または「アウトサイドイ
ン」ビュー用の独立型 EPTZ を選択

高価値 / 多目的 Rally AI Camera Pro プレゼンターの追尾、15倍ハイブリ
ッドズーム、プレゼンターボタン

会議室に合うインテリジェントカメラ



w はじめの一歩
次の条件に当てはまる会議室を優先的に検討して
ください。

	 役員会議、取締役会、または注目度の高いセッショ 
ンを開催する

	 ビデオ品質やフレーミングに関して頻繁に苦情が寄 
せられている

	 頻繁な手動カメラ調整や「会議室のエキスパート」 
の介入を必要とする

	 プレゼンター主導の形式（トレーニング、経営説 
明全社会議、全体会議）に対応する

	 頻繁に利用されているものの期待される成果が出 
ていない

2つ以上チェックがある場合、その会議室はコンテクスチュ
アル・ルーム・インテリジェンスの強力な候補です。

結論
インテリジェントカメラからイン
テリジェント会議室戦略へ
IT チームや施設管理チームが直面している課題は消
えていません。会議の件数は多いままで、会議室の使
用パターンは相変わらず予想できません。価値の高い
スペースへの要求は高まる一方で、標準的な会議室テ
クノロジーでは対応しきれない状況が続いています。
そして「どの会議室でも問題なく使える」ことへの期
待は高まる一方です。

変わったのは、こういった期待に応える利用可能な対
策のほうです。

インテリジェントカメラはもはや実験段階にあるもの
ではありません。会議室の非効率を解消し、スペース
プランニングに活用可能なデータを可視化し、多様な
環境で一貫して導入可能な運用ツールです。受動的な
撮影デバイスから、私が「コンテクスチュアル・ルー
ム・インテリジェンス」と呼ぶものへの転換は、組織
による会議スペース戦略へのアプローチを根本的に進
化させています。

現状を評価した結果、ロジクールの Rally AI 
Camera と Rally AI Camera Pro がこの進化を反
映していると考えられます。これらのカメラは、第一

世代の AI カメラでは苦戦するスペースにインテリジ
ェントなフレーミングを拡張し、Sync を通じて集中
管理に統合されます。そしてそれらは、運用上の一貫
性を損なうことなく、各会議室のニーズに応じて機能
を適切に割り当てるポートフォリオアプローチに組み
込まれています。

IT や施設管理のリーダーにとって、カメラにインテ
リジェンスが必要かという議論はすでに過去のもので
す。焦点は、それをどこから導入するかにあります。

IT および 施設管理チームへの私の推奨事項：繰り返
し問題が発生、または苦情が多く寄せられる高価値
のスペースの監査から始めてください。代表的な会議
室2〜3室を選び、Rally AI Camera または Rally AI 
Camera Pro を試験運用してください。Sync デー
タを使用して、体験と運用が改善したかを検証しま
す。その後、会議室のタイプとニーズに基づいてポー
トフォリオ全体に拡大します。

最も重要な会議室には、実際に使用される方法に合わ
せて設計されたテクノロジーが必要です。

ロジクール — 生産性を高め、自信を育む13
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